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関西学院大学における「博物館実習」の在り方について
―求められるものと現状の分析から―
髙 木 香奈子
はじめに
関西学院大学では2014年月に創立125周年を記念し
て大学博物館が開館した。筆者は同年月より学芸員兼
特別講師として採用され、博物館の展示などの仕事とと
もに「博物館実習」ほか博物館学芸員課程の科目を担当
することになった。博物館実習については、文部科学省
「博物館実習ガイドライン」1)により「学内に付属博物館
を有する大学においては、付属博物館において実施し、
その施設や設備、機材、備品、材料などを十分に活用す
る。学内に付属博物館が設置されていない大学において
は、資料の取り扱いなどを行いやすい場所（広い空間、
大きな作業机、畳敷き等）で実施する。」と記されてお
り、本学では1962年に博物館学芸員課程が設置されてか
ら約半世紀の間一般教室で行われてきた実習がようやく
大学博物館内の設備の整った実習室（ピクチャーレール
付きの展示壁や照明器具などの設備がある）で行うこと
ができるようになった。これにより「博物館実習」で実
際に資料を扱う際の安全性が高まり、実習で行うことの
できる内容の幅も確実に広まったに違いない。しかしな
がら、大学博物館という存在を十分に活用できているか
といえば、大学博物館の学芸員が担当する「博物館実習」
であることを考えると、十分に活用できているとは言え
ないのが現状である。
大学博物館施設を使用した「博物館実習」が始まって
年が経ったいま、実習内容を見直し、大学博物館を活
用した「博物館実習」の在り方を検討する時期が来てい
る。本稿は、筆者の担当科目を受講する学生を対象にし
たアンケート結果と博物館関係者の提言を基に、「博物
館実習」の在り方を検討し、課題を明らかにすることを
目的としている。なお、アンケートは筆者担当の科目の
うち、博物館学芸員課程の最初期に受講する「博物館概
論」と最終段階で受講する「博物館実習」の受講者を対
象とした。
 「博物館実習」について
「博物館実習」は履修基準年度が年で、受講には履
修基準年度が年の「博物館概論」、「博物館教育論」、

年の「博物館経営論」、「博物館資料論」の単位を先に
取得しておかなければならない。このため、博物館学芸
員課程に関する必修科目の中でほぼ最終段階で受ける授
業ということになる。いわば、座学で学んできた知識を
実習を通して体験するための科目であり、本学では学内
で行われる実習に加えて、学外の博物館にお世話になっ
て実習の指導を受けることになっている。
本学の「博物館実習」は通年開講の授業であり、各ク
ラス30人を上限として、クラス開講されている。かつ
ては、受講者数90人を上限とするクラスのみの開講
で、隔週
コマ連続で授業が行われた。受講者数につい
ては、「博物館実習ガイドライン」の「クラスにつき
15名以下で実施することが望ましい。」という記載を受
けて、2012年度に各クラス45人を上限とする
クラス開
講となり、2014年度に現在のように改正され、徐々にガ
イドラインに沿ったものへと改善されつつある。
現在開講されているクラスは、歴史系の資料を主に
扱うクラスと、美術系の資料を主に扱うクラスがあり、
歴史系クラスは公立歴史博物館の学芸員を講師として招
聘し、隔週
コマ連続開講で実習の指導をお願いしてい
る。残りの
クラス（クラス、
）を筆者が担当し、
大学博物館が所蔵する資料（主に美術系資料）を扱って
実習を行っている。大学博物館に籍を置く筆者のクラス
は、毎週コマ（90分）開講しており、クラスによって
開講スケジュールに若干の違いがある。
 「博物館実習」実施概要（2014年度〜2016年度）
筆者が担当する「博物館実習」では、学生のチーム
ワークを築くこと、資料の取り扱いなどの実習を安全か
つ効率的に進めることを目的に受講生をくじ引きで班分
けし、年を通して同じ班で活動することにしている。
実習内容の概要は表にまとめた通りで、例年春学期
は、資料を取り扱う上での心構えや扱い方などの習得を
目指す基礎的な実習と学外館務実習をより充実したもの
にするために実習先の取り組みなどを理解することに主
軸を置いている。夏季休暇中には、博物館や展覧会への
理解を深めるためのつのレポートを課す。①「展覧会
の見どころ紹介」では、任意の展覧会を見に行き、その
趣旨や展示構成などを把握した上で各自が見どころと感
じた点とその理由について書く。②「博物館をデザイン
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する」では、博物館に必要な機能にはどのようなものが
あるかを考え、各自が考える理想の博物館の見取り図を
描き、施設や設備の取捨選択の理由やセールスポイント
などを説明する。③「館務実習を振り返って」では、学
外館務実習を終えた学生に実習を振り返って今後の活動
に向けての反省や改善点、（博物館で働く側として、来
館者として）実習中に気づいたことをまとめる。このよ
うにして深めた博物館に関する知識を秋学期の実習に活
かしていく。秋学期は例年大学博物館の展示と関連させ
た実習を行うほか、学外館務実習での経験や夏季休暇の
レポートを受けて博物館について考え、発表する実習を
行っている。2015年度からは夏季休暇のレポート課題
「博物館をデザインする」を秋学期のグループ発表の
テーマにし、休暇中に各受講生が収集した情報を各班で
話し合い、導き出した理想の博物館像を形に表して発表
するという内容に変更した。さらに2016年度にはその準
備として、同じくレポート課題として終わらせていた
「展覧会の見どころを紹介する」を個人発表のテーマと
し、様々な博物館の展示についてどのような工夫がされ
ているか情報を共有する機会とした。
 実習内容に関する受講生の感想
2016年度筆者担当の「博物館実習」クラス、
の受
講生26人（欠席者を除く）を対象に実習内容についての
アンケート調査【調査①】を行った。「Q. 印象に残って
いる実習内容について教えてください。」という問いに
対する回答（複数回答可）を分類、集計したところ、「A.
資料の取り扱い13人、博物館をデザインする13人、ワー
クシート人、自分たちで話し合って考える実習
人、
調書をとる
人」という結果であった。各実習に対して
受講生から寄せられた感想を以下に幾つか紹介する。資
料の取り扱い：「実際に物に触った実習が印象に強く、
特に陶磁器を扱った際には陶磁器が好きになってそう
いった展覧会にも足を運ぶようになった。」「授業内で磁
器と陶器を扱う実習が印象に残っている。実際、耳で音
を聞き、手で触り、目で見て違いを比べる機会は今まで
なく、とても貴重な体験だった。」「大切な作品を触って
実習できると思っていなかったから、非常に貴重だっ
た。ガラス張りの中で見るのと実際に見るのと、感覚が
全然違った。」「作品の扱い方を実践する機会はこの授業
でしかなかったので新鮮だった。」、博物館をデザインす
る：「グループで博物館を作る作業が楽しく、また博物
館の館内構造の工夫に改めて気付くことが出来て実りあ
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・「博物館のニーズを探ろう」
（大学博物館平常展示を見学して、感想、意見、
改善点を話し合う）
・大学博物館企画展示で使用するキャプション・
作品解説の校正
・大学博物館企画展示の館内案内に使用する資料
画像の選出
・「博物館をデザインする」
・「展覧会を作ってみよう」
（大学博物館で開催中の企画展示を参考にして
蔵書票を使ったミニ展示を企画し、実習室にて
設営。作品解説。）
・「展覧会の見どころ紹介」
・「博物館をデザインする」
・「館務実習を振り返って」
・学外館務実習に向けての基礎的な実習
（各種資料の取り扱い方、調書の取り
方などを実践）
・学外館務実習事前発表
・巻物の覗きケースを使った展示
（実習室内で展示）
2015年度
・「展覧会の見どころ紹介」
（各自任意の展覧会の概要、注目ポイント、見
せ方などについて発表）
・「博物館をデザインする」
・大学博物館企画展示に関するワークシート作り
・大学博物館平常展示で使用するキャプション・
解説の校正
・大学博物館特集陳列の模擬展示
（閉館中の展示室壁面ケースを使用しての展示）
・「展覧会の見どころ紹介」
・「博物館をデザインする」
・「館務実習を振り返って」
・学外館務実習に向けての基礎的な実習
（各種資料の取り扱い方、調書の取り
方などを実践）
・学外館務実習事前発表
2016年度
・学外館務実習報告発表
・大学博物館開館記念展示に関するワークシート
作り
・ハイケースを使った絵画の展示
（作品解説、実習室内で展示）
秋学期
表 「博物館実習」年間の実習概要（2014年度〜2016年度）
夏季休暇中のレポート課題春学期
・「展覧会の見どころ紹介」
・「博物館をデザインする」
・「館務実習を振り返って」
・学外館務実習に向けての基礎的な実習
（各種資料の取り扱い方、調書の取り
方などを実践）
・学外館務実習事前発表
・蔵書票の額展示
（展示構成、実習室内で展示）
・開館前の展示室で、実際の展示物の展
示レイアウトの確認など行う
2014年度
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る作業だと思った。」「博物館とはどのような施設である
のか、今後どうあるべきなのかを考える機会となった。」
「今まで不便だと感じていた点を挙げてより良いデザイ
ンを心がけたが、実際に不便な点を改良することがいか
に難しいかを痛感した。」、自分たちで話し合って考える
実習：「実際に博物館を運営する側の方から具体的なお
話を聞いて自分たちでも考えてみるというのが面白かっ
た。博物館実習と聞いて、展示物をひたすら扱うのかと
思っていたので、それ以外に多くのことについて考えら
れて良かった。」、調書をとる：「巻物の内容の記録が心
に残っている。慣れない紙の広げ方、巻き取り方に苦戦
しながら何が描かれているかワクワクしながら作業をし
た。」
印象に残った実習として、「資料の取り扱い」と「博
物館をデザインする」をあげた学生が最も多かった。博
物館実習では普段触れることのない資料に直に接して実
習を行う。受講生の声にもあるように、博物館実習でし
か味わえない体験であるだけに強烈な印象を与えるよう
である。「資料の取り扱い」に関しては、刀や屏風、西
洋絵画など実習で扱わなかった分野の資料を取り扱いた
かったという意見も寄せられた。一方、「博物館をデザ
インする」は展示品となる資料を実際に扱うことなく行
う実習である。夏季休暇中に調べたことやこれまでの経
験、学外館務実習を通して学んできたことを基に考え、
発表することに手応えを感じた学生が多かった。
 「博物館をデザインする」から見えてくる学生たち
の理想の博物館像
各班の理想の博物館をデザインする際に企画書として
以下の項目について班で意見をまとめ、目指す博物館像
を明確にした。
「館名、博物館のテーマ（どのような博物館にしたい
か）、何を展示する博物館か、博物館を構想するねらい、
対象者、場所、どう見せたいか、博物館に来た後でどの
ようになってほしいか」
学生たちが考えた博物館は、対象者として「親子、子
ども」「老若男女、特に子ども」「普段博物館を利用しな
い人」「万人」「家族、美術に詳しい人、詳しくない人」
「全年齢（詳しくない人にもわかりやすい）ライト層を
引き込む方針」というように、子どもや博物館を普段利
用しない人（博物館や展示品についてあまり詳しくない
人）を視野に入れ、こうした人たちにも楽しいと感じて
もらうことのできる博物館を理想の博物館像と設定して
いる。そのためにはどのような博物館であれば良いの
か、立地や展示方法、展示物の伝え方などを学外館務実
習やこれまでに訪れた博物館での経験、調べた情報を参
考に話し合った。こうしてまとめた企画書には、「楽し
む」という言葉とともに「体験」「実験」という言葉が
散見され、全ての班がワークショップやギャラリーガイ
ドツアーなどのイベント（教育普及活動）を盛り込んだ。
なかには子供向けの体験コーナーや写真撮影コーナーを
設ける班もあった。博物館を訪れた際の楽しみや学びが
展示品の鑑賞にとどまらず、多様な方法、特に博物館に
おいて何らかの体験をすることが来館者の楽しみにつな
がると考えていることがわかる。展示品については、美
術系に絞った班と自然史や科学系のものを取り入れた班
に半々でわかれた。関連があるかはわからないが、前者
は文学部の学生のみで構成されている班、後者は各班に
文学部以外の学生が人属していた。
この企画書を基に詳細を詰めていき、必要な施設や設
備を図面に書き、発表、評価を行った。学生たちの自己
評価で工夫した点としてあげられていたのは、「子ども
向けということで五感を使うコーナーや直接体験しなが
ら学べるようにした。」「スタンプラリーやクイズラリー
によって楽しみながら学べるような取り組みを導入し
た。」「化石の採掘体験は称号なども決めて楽しめるよう
にした。」「美術史の大まかな流れを知ってもらうため、
建物の柱に年表を設置した。」「有料スペースだけでなく
無料スペースを取り入れ、公園や商業施設の近くに設置
して日中楽しめるようにした。」というように楽しみ
ながらわかりやすく気軽に来館してもらうための工夫で
あった。一方、反省点も多かった。「カフェなどア
ミューズメントの要素を入れるにあたって、害虫などの
不安要素を想定することができなかった。博物館学的な
ことまで突き詰めなければならないと思った。」「静かに
作品を見たい人のための博物館づくりができなかった。」
「楽しんでもらうことに特化してしまい、絵画の歴史的
文化的背景をもう少し詳しく伝えられる工夫があればよ
かった。」などの意見が集まった。
	 近年の学生の博物館への関心（）
先述のように本学の博物館実習では、学外館務実習を
設けている。配属先は実習生の希望や住所などを考慮し
つつ、博物館側が提示する条件に合うかを照合して決定
する。希望が必ず叶うわけではないが、学生の関心や専
門分野に近い博物館で実習を受けて欲しいとの思いから
希望を聞いている。2016年度、この実習先の博物館とし
て水族館を希望する学生が
人いた。実習生として本学
学生の受け入れ実績のある館には複数の動物園がある
が、筆者が博物館実習を担当してから希望した学生はな
く、本年度
人の学生が実習先として水族館を希望した
ことに少なからず驚いた。この
人はいずれも文学部の
学生であった。学生たちの希望した館は実習を受け入れ
ていなかったため希望は叶わなかったが、「博物館をデ
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ザインする」において半数の班が科学や自然史を取り扱
う博物館を企画したように、大学での専攻分野と関心を
寄せる博物館の分野が必ずしも直結していない例がしば
しば見られる。博物館の展示資料にではなく、資料の見
せ方や学びの方法、アミューズメント性といった博物館
の多面的な魅力に関心を寄せていることの表れと見るこ
とができる。
そこで、学生たちがどのような博物館に行き、どのよ
うな楽しみ方をしているのか、「博物館実習」と「博物
館概論」のクラスで調査した。
お気に入りの博物館とその理由についてのアンケート
調査【調査②】は、2016年度「博物館概論」クラスの
受講者65人（文学部62人、経済学部人、総合政策学部
人、社会学部人）を対象に行った。「Q. あなたのお
気に入りの・心に残る・おすすめの博物館とその理由を
教えてください。」という問いに対する回答（複数回答
可）を分類、集計したところ、「A. 人文系博物館55館（美
術32館、歴史館、人文館、歴史文化
館、文学
館、
民族学館）、自然科学系博物館23館（科学技術館、
自然・科学技術史
館、天文科学
館、自然史館、産
業史館、水族館館、動物園館、いきもの館）、
総合博物館
館（自然・古代・技術史館、自然・文化
史館）、テーマパーク的なもの館（キャラクター
館、忍者館、テーマパーク館）、その他一時的な展
示（美術展覧会、芸術祭、ギャラリー、商業施設での展
示）をあげた学生人」という結果になった。美術や歴
史を扱う人文系博物館への関心が高いが、文学部の文化
歴史学専修の学生が多数を占めるなか、水族館をはじめ
とする自然科学系博物館に関心を寄せる学生が少なから
ずいることがわかる。また、上記博物館を選んだ理由と
して、展示資料に対する関心、展示の仕方に対する関心、
立地のほか、「体験ができる」「体験型の展示」など「体
験」という言葉を使った学生が人いた。
次に博物館を訪れる際の目的、博物館の楽しみ方につ
いてのアンケート調査【調査③】を行った。この調査は、
「博物館概論」受講者59人と「博物館実習」受講者22人
（いずれも欠席者を除く）から回答（複数回答可）を得
た。
「Q. 博物館を訪れる時の目的を教えてください。」と
いう問いに対し、博物館概論受講者の回答結果は「A.
展示・作品を見に行く47人、見聞を広げるため10人、観
光の一環人、気分転換・癒し人、建築を見に行く
人、博物館そのものが好き人」であった。博物館実習
受講者は「A. 展示・作品を見に行く17人、見聞を広げ
るため人、博物館の雰囲気を楽しみに行く
人、観光
の一環
人、癒し人、知的欲求を満たすため人、
ミュージアムグッズを楽しみに行く人、有名人の音声
ガイドを聞くことを楽しみに行く人」と回答し、どち
らの授業でも大部分の学生が展示・作品を見ることを主
要な目的として博物館を訪れている。
これに加えて、博物館で行われるイベントへの関心と
博物館の楽しみ方についても調査した。「Q. 博物館で行
われているイベントに参加しますか。楽しみにしている
ものはありますか。」という問いに対し、博物館概論受
講者は「A. 参加する18人、参加してみたい人、大人
向けのイベントがあれば参加したい
人、子供の時に参
加したことがある
人、参加したことがない人」と半
数近くの学生が博物館で行われるイベントに参加する、
参加してみたいと回答し、イベントに関心を寄せてい
る。参加すると回答した学生が楽しみにしているイベン
トとしてあげたものは、体験コーナー・ワークショップ
10人、講義・解説・トークショー人、スタンプラリー

人、ナイトミュージアム人、祭典人、コスプレ
人、ショー人であった。イベントではないが展示にあ
わせて作られるミュージアムグッズを楽しみにしている
という声も複数あった。博物館実習受講者は、「A. 参加
する14人、参加してみたい
人、子供の時に参加したこ
とがある
人、参加したことがない人」とこちらは回
答者の大半がイベントに参加する、参加してみたいと回
答した。このうち、学生が実際に参加したイベントは、
体験コーナー・ワークショップ人、講義・解説・トー
クショー人、作家のパフォーマンス
人、バックヤー
ドツアー人、フォトスポット人、演奏会人、無料
開放日人であった。イベントについては一定の関心が
認められることがわかった。
それでは、実際に博物館を訪れる時には、どのような
楽しみ方をしているのであろうか。イベントに限らず、
「Q. 博物館を訪れる際の楽しみ方を教えてください。」
と尋ねた。博物館概論受講者の楽しみ方は「A. じっく
り鑑賞する（じっくり解説も読む）15人、予習復習（あ
らかじめ展示物について調べる、展示室で気になった作
品を調べる）14人、グッズ12人（上記イベントに関する
調査での記入も含めると19人）、パンフレット・チラシ・
チケットを収集11人、授業で習ったなど知っている資料
について展示室で鑑賞する人、博物館の建築を鑑賞す
る	人、音声ガイド	人、感想を話す人、ノートや日
記に記録する人、写真を撮影する人、図録を購入す
る人、展示方法や展示室の仕様などを見る人、誰か
に展示の説明をしてあげる
人、周辺の風景などを楽し
む
人、体験型の展示に触れる人、解説ツアーに参加
する人、SNSに情報を掲載する人、詳しくない分
野の展覧会に行って新たな知見を得る人、見聞を広げ
る人、展示品のスケッチをする人、博物館の雰囲気
を楽しむ人、レストラン人」というもので、博物館
実習受講者は「A.じっくり鑑賞（じっくり解説も読む）
11人、グッズ	人、感想を話す人、音声ガイド人、
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見聞を広げる
人、ノートや日記に記録する
人、予習
復習（あらかじめ展示物について調べる、展示室で気に
なった作品を調べる）人、展示方法や展示室の仕様な
どを見る人、詳しい人の解説を聞く人、博物館の雰
囲気を楽しむ人、博物館で働く人と触れ合う人、
キャプションを読まずに自由に鑑賞する人、写真を撮
影する人、SNSに情報を掲載する人、レストラン
人」と回答した。どちらの授業の学生も展示室でじっ
くり作品を鑑賞することを筆頭に多様な方法で博物館を
楽しんでいる。「展示資料への興味」を満たすことはも
ちろんのこと、「記録・記念」になる物や出来事、誰か
と共有することを楽しみに博物館を訪れる学生が多いよ
うである。また近年ある展覧会で解禁されて話題となっ
た写真撮影2)や SNS への投稿をあげる学生も存在し、
博物館の最新の動向にも関心を抱いていることがわか
る。

 近年の学生の博物館への関心（）
−博物館学を学ぶ者として−
次に博物館学を学ぶ者として、博物館のどういったと
ころに関心を持っているのかを調査した【調査④】。こ
の調査は、「博物館概論」受講者61人（欠席者を除く）
から回答を得た。「Q. 博物館のどのような事業に興味が
ありますか。」という問い（複数回答可）に対して、「A.
展示（企画、設営、運営）33人、調査研究13人、教育普
及人、資料保護人、モノの資料化・保管人、作品
運搬人、修復人、資料収集人、博物館運営
人、
図録制作
人、学芸員の仕事全般
人、借用交渉人、
地域貢献人、広報人」という結果で、もっとも馴染
みのある展示をあげる学生が多かった。
続いて「Q. 博物館実習で行ってみたい実習内容を教
えてください。」と聞いたところ、「A. 展示（企画、設営、
運営）42人、教育普及11人、調査研究	人、修復人、
モノの資料化・保管人、作品運搬人、資料保護人、
学芸員の一日の仕事を体験したい
人、博物館の裏側を
見学したい
人、広報（ポスター制作）
人、図録制作
人、借用交渉人、フィールドワーク（地域を新たな
視点で捉える）人」であった。やはり展示に携わりた
いという学生の思いが伝わってくる。加えて、ここでは
下線部に注目したい。興味のある博物館事業について尋
ねた時には、ほんのわずかの差ではあるが「調査研究」
が「教育普及」を上回っていた。これが博物館実習で
行ってみたい実習内容を尋ねた場合には、「教育普及」
が「調査研究」を上回った。「博物館実習」を受けるに
あたって学生が期待していることは、「調査研究＝モノ
について知る」というよりも「教育普及＝モノの価値な
どを人々に伝える」、モノと人をつなぐその方法や体験
のようである。「教育普及」と回答した11人の学生は、
ワークショップ、ギャラリートーク、子供向け・大人向
けイベント、子供向け配布物、レプリカ制作などを具体
的な内容としてあげている。
実習内容についての調査は、「博物館実習」受講者26
人（欠席者を除く）に対しても行った【調査⑤】。「Q.
博物館実習でもっとやってみたかったことがあれば教え
てください。」と尋ね、「A. 展示13人、資料の取り扱い
人、実際の学芸業務
人、調査研究
人、ギャラリー
トーク
人、作品に触れたい人、校外学習人、バッ
クヤード見学
人、手作りキャプションや子供向けツー
ル人、学芸員採用について話を聞きたい人」という
回答であった。ここでは項目を設けなかったが、「ギャ
ラリートーク」と「手作りキャプションや子供向けツー
ル」と回答した人が「教育普及」ということになる。
この調査でも最も学生の票を集めたのは、展示であっ
た。「博物館実習」受講者からはより具体的な意見を聞
くことができた。幾つかの項目について学生が寄せた意
見は次の通りである。展示：「実習生と先生が一緒に
なって、展覧会の企画、運営、開催ができれば面白いと
思う。」「自分たちで一つの作品を選んで、写真撮影、
キャプション作り、展示などをトータルで行ってみた
い。」「企画展を実際に自分たちで企画するといったこと
をやってみたかった。予算作成、交渉、スケジュール調
整などに擬似的に挑戦して、企画展の流れややりがいな
どをより学芸員の立場で体験してみたかった。」「自分た
ちで実際に展示会場を設置できたらよかったと思う。コ
ンセプトや作品など一から考えたものを展示してお客様
に来館してもらうところまでしてみたかった。」、ギャラ
リートーク：「館務実習で行ったギャラリートークは、
博物館側の視点を学ぶことができて勉強になったため、
そうした実践的な内容を踏まえた学芸員としての働き方
を授業でももっと学びたいと思った。」、バックヤード見
学：「関学博物館の収蔵庫、裏側の見学など。」であった。
学生の意見を読むと、来館者との関わりを重視している
ことがわかる。「博物館実習」でしてみたいこととして
一番多いのは「展示」であるが、展覧会の企画を練って
モノを展示してそれで終わりというのではなく、来館者
が存在して、その反応を感じるというところまで視野に
入れた意見が目立った。ギャラリートークに関する意見
にあるように、人を相手にして初めて得られる学びを体
験したいとの思いが伝わってくる。来館者との関わりに
ついては、学外館務実習の中で印象に残った体験につい
て聞いた際に次のような回答があった。「館務実習先で
一般のお客様がいらっしゃる展覧会の準備を行ったのが
印象的だった。自分のやっている作業がそのまま作品の
公開につながるのかと思うと、とても新鮮で緊張した。」
「自分たちで展示を作ったり、収蔵庫に入り、展示物を
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取り扱ったこと、中学生の前で説明をしたことがとても
印象に残っている。今まで自分がしたこともない経験や
皆の意見を聞くことで新しい考え方や見方を得ることが
できた。」
社会に出る前の学生にとって、自ら携わったものが誰
かの目に触れるという体験は滅多にない。責任を負って
仕事をしたいという気持ちの表れなのかもしれない。
 「博物館実習」に求められるもの
これまで学生の博物館への関心について考察してきた
が、科目としての「博物館実習」には何が求められてい
るのであろうか。大学で修得するべき博物館に関する科
目が科目19単位になる3)前の古いデータであるが、
2005（平成17）年度文部科学省実施の「博物館関係者等
からの意見聴取結果の概要」4)の記載を参考にする。そ
こには学芸員養成課程について厳しい言葉が並んでい
る。
・国家資格としての学芸員に必要なのは、「資料の取り
扱い」であるので、人文系、自然科学系の博物館資料
の取り扱いを分けて教えるべき。
・「情報発信能力」「コミュニケーション能力」などの専
門的知識が必要なため、現行の養成課程では不十分。
・「博物館資料の取り扱い」の前段階の実習が不十分で
ある。
・学芸員課程の「博物館実習」の受入体制ができている
大学が少ないため、身に付く「博物館実習」の養成と
なっていない。
・図書館司書と比較しても単位数が少ない。せめて同等
にすべき。
・博物館実習の中身が博物館任せになっている。
・博物館活動に必要な実務能力の獲得には、就業した後
で研修や経験を通して、養成することが通例となって
いる。
・インターン的な技術習得が必要。
・現在の学芸員養成は安易であるので、学芸員として就
職できるように人数を絞るべき。学芸員養成と現場博
物館とのギャップが大きい。
・学芸員の質の向上は重要であるが、大学の経営スタン
スから見ると受講者が減ることになりマイナスであ
る。
このほかに次のような意見も書かれている。
・学芸員資格に求めることは、「資料」と「交流」に関
する知識と技能と「経営」の知識。
・エデュケーター的な要素の学芸員になりたい志望者が
増加している。
・科目内容については、法体系、倫理的なこと、資料の
取り扱い、博物館学（ジェネラルなもの）
実に様々なことが学芸員課程に求められている。博物
館の現場で働く関係者から見れば、大学の学芸員課程は
博物館で働く即戦力の養成には至っておらず、教育の質
の向上を訴える声や別途博物館でのインターンシップな
どの研修を受ける必要があると提言している。指摘の通
り、資料の取り扱いに関して、本学ではクラスの「博
物館実習」が開講されているがいずれも人文系資料に
偏っている。付属の博物館を有する大学であっても、所
蔵品にない資料や専門とかけ離れた資料の取り扱いの指
導をすることは難しく、外部から講師を招聘する必要が
出てくる。しかしながら上記提言にあるように人文系、
自然科学系の博物館資料の取り扱いを分けて教えるとな
れば、本学の学芸員養成課程のように人文系学部の学生
が大半を占め、自然科学系に分類される学部の学生が受
講することが非常に稀な場合、そうした資料を扱うクラ
スが開講されることはまずないと考えられる。現段階で
できることは、基本的な資料の取り扱いを着実に身につ
けることとともに、どのような分野の資料を取り扱う時
にも共通する心構え、資料の背景や存在価値を見出す力
を育てることである。
この意見聴取結果には、学芸員に求められる資質につ
いても記載がある。そこには「専門分野のマスターは取
得して欲しい」ということとともに、〈資料の取り扱い
に関する能力〉、〈幅広い専門性〉、〈マネージメント能
力〉、〈コミュニケーション能力〉が必要である旨が書か
れている。学芸員に求められる資質の重要な部分に研究
能力と専門性があり、資料に関する知識や研究能力の育
成には大学院での専門的な勉強を積む必要がある。その
ようななかで、大学の学芸員課程、特に「博物館実習」
で指導を見込むことができる項目は以下のものである。
〈資料の取り扱いに関する能力〉
・各専門の資料について、学術的な扱い方ではなく、適
切に資料を見せる、保存することができることが必
要。
・展覧会や教育普及において幅広い人に分かりやすく見
せる能力。
〈コミュニケーション能力〉
・博物館に「癒し」などのメンタルな部分を求める人が
増えているが、こうした利用者とコミュニケートでき
る学芸員の育成が必要。
学芸員には研究能力だけでなく、資料の見せ方や保存
の仕方、幅広い人にわかりやすく伝える能力、コミュニ
ケーション能力が必要とされており、それらの育成であ
れば大学の「博物館実習」においてもある程度学生の専
門分野に縛られることなく実践していくことが可能であ
ると思われる。
大学の学芸員課程に対して博物館関係者から示された
苦言とあるべき姿の中から各大学の学芸員課程で実践可
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能なことを見つけ、着実に実行していくことがいま求め
られている。
 「博物館実習」の在り方
学生への調査結果をもとに、博物館に対して学生が抱
く関心をまとめると以下のようになる。「博物館をデザ
インする」で見えてきた学生たちの理想の博物館像は、
「幅広い人を対象に」「楽しみながらわかりやすく伝え
る」、「気軽に来てもらえる」博物館であり、そのために
「体験や実験」をイベントとして盛り込み、教育普及を
重視していた。また館種としては、自然科学を扱う博物
館を企画した班が半数にのぼった。館種については、
「博物館概論」で実施したお気に入りの博物館について
の調査でも、美術や歴史を扱う人文系博物館に次いで自
然科学系博物館に関心が集まり【調査②】、回答者の大
半を文学部の学生が占めるなかでのこの結果は注目され
る。博物館の教育普及活動を館種別に調査した論考5)に
よれば、科学博物館は他の館種の博物館よりも教育普及
活動に力を入れる傾向があり、教育普及機能を重視する
科学博物館の近年の入館者数が他の博物館に比べて増加
傾向が強く現れたことが報告されている。本学学生への
調査では、教育普及の一環であるイベントについて半数
以上の学生が関心を示しており【調査③】、自然科学系
博物館への関心の根底には教育普及活動の充実、展示資
料の見せ方や伝え方への関心があるものと思われる。
学生が最も関心を寄せている展示については、展覧会
を作り上げる一連の作業に関心を示す学生が多く、来館
者の反応を感じたいという意見もあった【調査④、⑤】。
また実際に博物館のスタッフが行っている作業を体験し
たいという学生もいる。これ以外にも展示資料への興味
を満たし、記録や記念、誰かに発信して共有できるよう
な博物館での体験や演出への関心を持っている【調査
③】。
こうした学生の関心に加えて、前章で記した「博物館
実習」に求められるもの、現段階でできることを勘案す
ると、理想像ではあるが「博物館実習」の在り方が見え
てくる。まずはこれまで通り、①基礎的な実習、資料の
取り扱いと資料に対峙する時の心構えについての指導を
徹底すること。そして、②資料をよく観察してどのよう
に見せるか、何を伝えるかという展示の前段階である資
料理解を通して、③展示実習へとつなげる。展示では、
展覧会を作り上げる一連の作業（企画・作品選出・構成・
解説文・展示備品作り・設営・展示に関わるイベント・
撤収）を模擬体験する機会を設ける。これと並行して、
④幅広い人に楽しみながらわかりやすく伝わる展示方法
や体験（展示資料と人をつなぐためのツール、博物館を
楽しむためのツールづくり）について考える。⑤可能な
範囲で大学博物館の仕事を体験するなど、学生が何らか
の形で携わったものが「博物館実習」で顔をあわせるメ
ンバー以外の目に触れる機会を設けることが望ましいと
考える。
 「博物館実習」における懸念と課題
「博物館実習」を年間担当して見えてきた懸念と課
題を挙げて本稿のまとめとしたい。
（）90分という授業時間
第一の懸念は、回の実習にかけることのできる時間
についてである。本学の「博物館実習」の開講スケ
ジュールは第章で述べたが、筆者が担当するクラスは
コマ（90分）の実習クラスを毎週開講している。資料
を取り扱う実習では、資料について説明し、よく理解し
た上で、取り扱いの手順の見本を見せ、各自が練習する
という流れで実習を行う。90分しかないなかで全員が一
通り資料を扱うことができるように時間配分には常に気
を配っているが、作業を進める速度は学生によってかな
り個人差があり、その調整が非常に難しい。また、資料
を取り扱う際には、必ずその前に準備作業があり、終了
後には使った道具類を片付ける作業がある。本来であれ
ば、資料を取り扱う人がその準備や片付けをするもので
あるが、短い実習時間のなかで準備や片付けの時間まで
確保しにくいのが実情である。指導する側としては慌た
だしさを感じながら実習を行うことも少なくない。こう
した懸念を学生たちはどのように捉えているのか、博物
館実習受講生26人（欠席者を除く）にアンケート調査を
行った【調査⑥】。「Q. 毎週90分×コマの実習を一年
間受けて、慌ただしさなど気になったことはあります
か。」という問いに対し、「A. 問題なかった17人、改良
の余地がある	人、問題があった人、無回答人」と
いう結果になった。受講生の回答の詳細は下記のとおり
である。
「一つのテーマを終わらせるには短いかもしれないと
思った。ただし隔週になると他の授業が大変になると思
う。」「授業内では慌ただしさを特に強く感じることはな
かったが、次の授業の移動に時間がかかるため授業の始
まりより終わりの方に余裕がなかった。」「展示品には充
分触れられたと思うが、それに対してレポートや収蔵記
録などをゆっくり書くことができなかった。」「特別に慌
ただしさを感じることはなかった。ただし、資料を扱う
一週間前に注意事項を聞いて、間が空いて実習を行うと
いうのは注意点を忘れてしまうし、非効率的だとは感じ
た。」「資料を実際に扱う時は90分では短いかなと思った
が、前の週から取り扱い方などをプリントで学習してか
ら取り組んだので、わかりにくいということはなく、安
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全に取り組めたと思う。」「実際に実習を行っていく上
で、90分内では時間が足りず次週に持ち越しというよう
な時があったりしたので、途中で中断というよりは最後
まで切りの良いところまでやりたかったと思うことも
あった。」
大半が問題なかったという回答であったが、受講して
いる授業のスケジュールや作業速度の個人差により、も
う少しゆっくりと取り組めてもよかったという意見も見
られた。しかしながら、「博物館実習」は授業数の多い
年生も受講しており、90分×コマの実習でなけれ
ば、「博物館実習」を受講できないという学生もいる。
今後90分の授業の中で安全かつ効率的に実習を行う方法
をさらに考えていかなければならない。
（）年生の出席状況
第二の懸念は、年生の出席状況である。就職活動を
している年生の欠席が春学期に目立つことが以前から
気になっていた。「博物館実習」は授業に出席し、資料
を扱ったり、受講生同士意見を交わしたりする体験を通
して学ぶ授業である。実習に参加しなければ、その分欠
席者本人の学びが遅れていき、グループで作業するとき
には班のメンバーにも迷惑をかけることになる。それゆ
え、「博物館実習」は必ず出席することを前提としてい
る。しかし、就職活動など止むを得ない理由で欠席する
場合には、届け出をして欠席することが事実上認められ
ている。
2014年度から2016年度に筆者が担当した「博物館実
習」の全クラスの受講生（年生と年生）の出席状況
を調べ、表
、表にまとめた。表
は各クラスの平均
出席率を年生と年生に分けて年間通してのものと
春学期のものを記している。どの年度も年生に比べて
年生の出席率が低く、2014年度のクラスを除いて
年生は春学期の出席率が低くなる傾向がある。なかには
春学期の実習に割程度しか出席できていない学生もい
た。春学期は学外館無実習に向けて資料の扱い方など基
礎的な内容を重視して実習を行っている。基礎ができて
いないということは、春学期以降の実習にも影響を及ぼ
しかねず、重大な懸念事項となっている。
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続いて、表は「博物館実習」の全授業回数のうち全
員が出席した授業回数の割合を表したものである。これ
までの全クラスにおいて全員が揃った回の割合は50％を
下回っている。各クラスの構成員として年生が年生
より多い場合の方が、年生が年生より多い場合より
も、年度差はあるものの全員が出席した授業回数の割合
が格段に低い。このことについては、本年度受講生から
も「（グループ作業を行うにあたり）私たちのチームは
毎回欠席者がいたのでなかなか全員で話せなかったので
意見をまとめるのに苦労した。」という意見が寄せられ
た。また、残念なことであるが、筆者が担当した「博物
館実習」のクラスでこれまでに
人の年生が途中で受
講を取りやめてしまった。
就職活動が博物館実習に与える影響については、他大
学でも問題となっている。就職活動が始まる前の年生
の段階で実習を行うことについて、卒業論文で扱う専門
分野が決まっていない年生が実習を受けることを不安
視する声もある6)。しかし、そもそも実習に参加できな
いのであれば受講の意味がない。本学の場合、出席状況
を見る限り年生で受講する方が集中して実習に取り組
むことができるのは事実である。また本格的に就職活動
を始める前に「博物館実習」を通して、将来の職業の選
択肢の一つとして学芸員職、博物館での仕事を見つめて
おくのはよいことではないか。
学芸員課程の授業受講者がどのような意識で授業を受
講しているのか調査したところ、授業を受講する学生全
員が学芸員を強く目指しているわけではなかった。年
生が受講者の大半を占める「博物館概論」において、61
人の受講者（欠席者を除く）に「Q. 博物館概論を受講
する目的を教えてください。」（複数回答可）と尋ねたと
ころ、「A. 学芸員を将来の職業として意識している26
人、他の強い目的（教職免許の取得など）との関連で受
講人、興味のある学問との関連で受講人、資格を取
得したい（「博物館学芸員資格」を取得したいを含む）
13人、博物館に興味がある・知りたい13人、無回答人」
という結果であった【調査⑦】。この調査では複数回答
を認めているので、正確な割合を出すことはできない
が、「学芸員を将来の職業として意識している」と回答
した26人と「資格を取得したい（「博物館学芸員資格」
を取得したいを含む）」と回答した13人を合わせても、
学芸員を視野に入れて受講している学生は全体の63.9％
程である。これに対して、年生と年生が受講する
「博物館実習」では、学芸員を視野に入れて受講する学
生の割合がさらに低くなる。「博物館実習」受講生26人
（欠席者を除く）を対象に、今後の博物館との関わり方
について調査した【調査⑧】。「Q. 今後の博物館との関
わり方について展望を教えてください。」という問いに
対して、回答は「A. 博物館に関係する仕事に就きたい
（学芸員を含む）人、知識を活かして博物館と何かし
ら関わっていきたい（ボランティアなど）人、博物館
関係以外の仕事に知識を活かしたい
人、芸術に関わる
仕事に就きたい人、来館者として関わっていく19人」
（複数回答可）というものであった。「博物館に関係する
仕事に就きたい（学芸員を含む）」と回答した人の内
訳は、年生が人（18人中27.8％）、年生人（12
人中8.3％）であり、学年が上がっていくほど博物館に
関わる仕事を目指す学生の割合は下がっていく。博物館
に関係する仕事に就きたいと回答した年生人は、
「大学院に進学予定であり、研究者としてかかわってい
きたい。」との回答であった。これから就職活動をする
年生のなかには、「おそらく普通に就職すると思うが、
博物館のある企業、文化事業に関われる企業に行ければ
いいと思う。」と回答した学生もいた。また、実習を通
して目指す社会人像を確認する学生もいる。「人の数だ
け本当にいろんな発想があるということを改めて実感し
た。自分とは違う視点から物事を見る人の考えや知識を
得ることができて、非常に良かったと思う。他人と意見
交換する機会は大切なことだと思った。この実習のよう
にいろんな人といろんなことを考えて、人に夢と感動を
与えることのできる、発想することのできる社会人にな
りたいと思った。」（「博物館をデザインする」発表後の
年生の感想より）。年生で実習を受けることは、集
中して実習に取り組むことができ、また将来像を見据え
て今後の活動に生かすという意味でも意義のあることと
思われる。
本学では、先修条件として指定された科目の単位を修
得し、オリエンテーションに参加するなどの定められた
条件を満たしていれば、年度の受講者数の上限を上回ら
ない限り、受講を希望する全学生が「博物館実習」を受
けることができる。他大学では、受講希望者と定員数と
の兼ね合いもあってのことと思われるが、先修条件と
なっている科目の成績や、作文、面接によって意識の高
い学生を博物館実習受講生として選抜するところもあ
る7)。とはいえ、学芸員養成課程に興味を持って受講を
開始する時期は一律でなく、必修科目などの時間割の都
合上、実習を受けるのが年生になってしまう学生は必
ず出てくる。欠席者だけでなく、何週か連続で行うグ
ループワークなどの際には出席者に余計な負担をかけな
いよう進捗状況の連絡方法など工夫する必要がある。
（）大学博物館との連携
最後に、大学博物館の学芸員を兼任する筆者の立場か
ら、大学博物館を活用した「博物館実習」について、そ
の課題を述べておく。冒頭にも書いたように、大学博物
館を活用した「博物館実習」とは、施設や設備の活用だ
けではなく機会の活用も含めて、大学博物館という存在
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を活用することであると考える。学生へのアンケート調
査にあったように、「実習生と先生が一緒になって、展
覧会の企画、運営、開催ができれば面白いと思う。」や
「自分たちで実際に展示会場を設置できたらよかったと
思う。コンセプトや作品など一から考えたものを展示し
てお客様に来館してもらうところまでしてみたかった。」
【調査⑤】、「学芸員の一日の仕事を体験したい」【調査④】
という希望は、大学博物館をうまく活用することができ
れば実現が可能である。しかし、現在それが叶っていな
いのは、大学博物館を活用する上での課題がいくつか存
在するからである。
⒜展示
大学博物館を使って展示の実習を行う場合、問題とな
るのは大学博物館の運営スケジュールと「博物館実習」
の授業スケジュールの調整である。本学の大学博物館は
春と秋の年に
回企画展（開催期間ヶ月〜
ヶ月程
度）を開催し、その間を埋めるように回の平常展（開
催期間ヶ月半〜ヶ月程度）を開催している。各展覧
会の間隔は通常展示替えのために閉館する週間のみで
あり、大学博物館では常に次の展示準備に追われて慌た
だしく仕事をこなしている。実際に大学博物館の展示室
を使って展示関連の実習を行うことができたのは、2014
年度春学期に開館前の展示室で開館記念展覧会の展示レ
イアウトを実習生とともに確認した時だけである。2014
年の月に博物館がオープンしてからは上記運営スケ
ジュールのため、見学を除き展示室を使っての実習はほ
ぼ行えていない。こうしたスケジュールのまま、「博物
館実習」受講生による展示を大学博物館の展覧会に盛り
込むことは非常に難しい。展示には、企画から展示品の
選出、解説文の作成や備品の制作など準備にかなりの時
間がかかる。また、「博物館実習」の最初の段階ではま
ず資料の取り扱いなどを学ぶ必要があり、これらのこと
を勘案すると、秋学期に展示に関する実習を行うことに
なるが、現在の運営スケジュールでは授業期間中に展示
と撤収の両方の作業が行われるのは企画展のみである。
本学大学博物館の場合、企画展を開催するときには必ず
図録を作っており、この図録制作までを学生に課すとな
れば、とても現在の授業時間数では足りない。このた
め、本当に実現しようと思えば、大学博物館の展覧会開
催の時期を見直す必要が生じ、大学博物館全体の協力が
必要となる。さらに、筆者が担当するクラスは
クラス
あるので、共同で行う場合には全体の協議をどのように
行うかが問題であり、別々に行う場合にはさらなる運営
スケジュールの調整が必要である。
⒝学芸員の実際の仕事
大学博物館では、2015年度に学内部署からの要請を受
けて、留学生インターンを受け入れた。2015年度は人
の留学生が合計日間朝から夕方まで博物館に出勤し、
大学博物館スタッフ（2015年度は主に学芸スタッフ）の
指導のもと博物館での仕事を体験した。日本語を使って
の仕事をさせて欲しいとの要望があったため、インター
ン期間中に開催していた学院の歴史に関する平常展の
ギャラリートークをインターン最終日に行うことにし
た。初日に筆者が留学生を相手に展覧会の趣旨や内容を
展示室で解説し、展示内容と関わる学内各所を見学し
た。
日目からはギャラリートークで話す内容について
年史などの資料を調べ、原稿の作成と校正を繰り返し
行った。その合間に資料の整理や写真撮影の補助など学
芸スタッフとともに博物館業務にあたり、原稿が完成し
てからは展示室で繰り返し練習を行うなどして過ごし
た。ギャラリートーク当日には、聴衆として博物館のス
タッフや関係部署の職員も参加し、無事に初年度のイン
ターン受入れを終えた。
博物館に関心があり、自らの選択で「博物館実習」を
受講した学生よりも、ある意味ではインターンでやって
きたこの留学生の方が学芸員の実際の仕事を体験する結
果となった。短期間で人前に出すものを完成させようと
する場合、本人の多大な努力はもちろんのこと、内容の
説明や原稿のチェックなどある程度つきっきりの指導が
必要となり、大人数を相手に行うことは困難である。さ
らに、このようなプログラムを達成できたのは、
人の
学芸アシスタントをはじめ、博物館全体での協力体制が
あったからに他ならない。果たして授業としてどこまで
このような体験の場を設けることができるであろうか。
実習生にとっては、展示内容の勉強にかなりの時間が割
かれることの覚悟と、ある程度は実習時間外にも作業を
する必要があることへの理解がなければいけない。
⒞イベントへの参加
2005（平成17）年度文部科学省実施の「博物館関係者
等からの意見聴取結果の概要」に「エデュケーター的な
要素の学芸員になりたい志望者が増加している。」との
指摘があったように、本学の学生のなかにも教育普及に
関心を示す学生が少なからず存在する【調査③、④、
⑤】。大学博物館では、開館以来展覧会での講演会や
ギャラリートーク、公開研究会などの教育普及活動を
行ってきたが、2016年度には兵庫県の博物館が集まって
子ども向けのイベントを行う「ひょうごミュージアム
フェア」に参加し、初めて子ども向けのワークショップ
を行った。大学博物館の所蔵品の一つである蔵書票をス
タンプを使って作ってみようというワークショップで、
本年度は初めて参加することもあり、館長をはじめ大学
博物館のスタッフ計人で運営に当たった。好評を得た
ため、並ぶ人の列を整えたり、整理券を配ることにも人
手が取られ、小さな子どもが人で参加する場合にはそ
の相手をするなど人手不足が問題となった。来年度以降
このような機会があれば、手伝ってくれる学生を募りた
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いと思っている。ただしこのようなイベントは、土曜日
や日曜日に行われることが多い。学生には授業時間外と
いえども急に欠席するなどの行動は慎み、責任を持って
運営に携わってもらわねばならない。参加を強制するこ
とはできないが、人を相手にしながら博物館の仕事を体
験する良い機会に違いない。
以上「博物館実習」における懸念と課題について述べ
た。本稿を書くにあたって、他大学の行っている博物館
実習について知り、実習を150時間行う大学もある8)な
ど、博物館実習と言っても大学により実施内容も、開講
スケジュールもさまざまであり、各大学で実施できる内
容を工夫していた。本学の「博物館実習」においては、
①作業を行うにはまとまった時間が必要であるが、本学
の開講スケジュールではそれが難しいこと、②全員が出
席して実習を行うことがなかなかできないこと、③「博
物館実習」において大学博物館を本当に活用しようと思
えば、大学博物館側も「博物館実習」を受講する学生側
もスケジュールを調整して臨まなければならないこと、
④その場合には、受講生は今よりもさらに責任感を持っ
て活動する覚悟が必要であるなどの懸念と課題が確認さ
れた。本学の「博物館実習」で実現可能なことから改善
し、大学博物館を活用したより充実した内容の実習へと
していきたい。
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